
第４回環境市民会議ワークショップについて 

 今回のワークショップでは、第２次加東市環境基本計画の第５章（骨子案３２ページ～）に掲載す

る「市民・事業者の環境行動方針」についてワークショップを行います。 

 第３回加東市環境市民会議（令和２年２月２５日実施）では、市民・事業者が目指す環境の姿につ

いて、以下のとおりご意見をいただきました。 

今回のワークショップでは、上記の理想像に近づいていくために、どのような取り組みができるか

について、分野ごとに話し合っていただきます。 重点取組を定める前にたくさんのご意見をいただ

きたいと考えております。 会議当日までに、「市民・事業者ができること」について、事前にお考

えいただければと存じます。

また、当日は限られた時間の中で、できる限り深く議論をいただくため、前半は「廃棄物分野」「地

球環境分野」「自然環境分野」から１分野、後半は「生活環境分野」「協働の推進分野」「環境学習分

野」から１分野を選択の上、ワークショップにご参加いただく予定ですが、分野ごとの人数によって

は、他分野に移動いただく可能性があります。 ご了承いただきますようお願いいたします。

廃棄物分野 

 ポイ捨て、不法投棄のないまち 

 誰もが暮らしやすい循環型のまち 

 ごみを減らしたり、再利用することに意識の高い市民が暮らす美しい

まち 

地球環境分野 

 市民、事業所、行政での役割分担が進んだまち 

 もっと地球環境について身近に感じられる工夫をするまち 

 地球環境についてみんなで学び教えあい、世代間交流が進むまち 

 一人ひとりが、自分の生活の先に地球環境があるという（地球環境を

守っていくという）市民の暮らすまち 

自然環境分野 

 海外の方との交流の場や、貸し出しを行うなど耕作放棄地の有効活用

ができるまち 

 山の管理への関心が高いまち 

 農地や山林が適切に管理されるまち 

 身近な自然環境を守り維持しながら、将来にわたってそれぞれの立場

で安心して暮らせるまち 

生活環境 

 高齢者でも移動しやすいまち 

 誰もが病院、商業施設、公共施設などへのアクセスが確保されるまち 

 （インフラ（ハード）が整っていなくても）隣近所が声を掛け合い、

互いに助け合う温かい人々が暮らすまち 

協働の推進・ 

環境学習分野 

 楽しみながら環境について学べるイベントのあるまち 

 学校教育で環境学習が充実しているまち 

 環境を学ぶ機会を持てるまち 

 地域のふれ合いで互いに広範囲の環境課題や意識を教え合い、高めあ

う人々が暮らすまち 


